
１１

３
年
連
続
１
兆
円
下
回
る

３
年
連
続
１
兆
円
下
回
る

　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
地
区
最
新
完
工
高

横
ば
い
の
９
６
３
４
億
円

　

本
紙
独
自
調
査
に
よ
る
２
０

２
４
年
12
月
時
点
の
中
央
ゼ
ネ

コ
ン
・
東
北
分
の
完
工
高
が
ま

と
ま
っ
た
。

　

上
位
50
社
の
総
額
は
、
前
年

同
期
と
の
比
較
で
０
・
３
㌫
増

の
９
６
３
３
億
９
２
０
０
万
円

と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
３
年
連
続
で

１
兆
円
台
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
50
社
総
額
の
う
ち
、

土
木
が
４
・
１
㌫
減
の
４
５
３

２
億
９
８
０
０
万
円
と
減
少
。

一
方
、
建
築
は
４
・
６
㌫
増
の

興
需
要
の
落
ち
着
き
な
ど
か
ら

緩
や
か
な
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
た
。

　

受
注
高
上
位
10
社
は
次
の
通

り
。

①
鹿
島
＝
１
３
６
７
億
２
５
０

０
万
円

②
大
成
建
設
＝
８
６
２
億
０
７

０
０
万
円

③
清
水
建
設
＝
８
３
３
億
２
０

０
０
万
円

④
大
林
組
＝
５
１
３
億
１
０
０

０
万
円

⑤
前
田
建
設
工
業
＝
４
０
７
億

６
２
０
０
万
円

⑥
安
藤
ハ
ザ
マ
＝
３
９
８
億
６

４
０
０
万
円

⑦
飛
島
建
設
＝
３
２
６
億
８
３

０
０
万
円

⑧
福
田
組
＝
３
２
１
億
３
８
０

０
万
円

⑨
西
松
建
設
＝
２
８
３
億
５
８

０
０
万
円

⑩
戸
田
建
設
＝
２
５
６
億
８
７

０
０
万
円

（
詳
細
は
来
年
１
月
上
旬
発
行

の
２
０
２
５
年
新
年
特
別
増
刊

号
に
掲
載
）

50
社
総
額

　

国
土
交
通
省
は
18
日
、
２
０

２
４
年
度
補
整
予
算
の
成
立
を

受
け
、
公
共
工
事
の
円
滑
な
施

工
確
保
を
求
め
る
通
知
を
国
の

機
関
と
全
国
の
地
方
自
治
体
に

通
知
し
た
。

　

13
日
に
変
更
さ
れ
た
品
確
法

基
本
方
針
と
入
契
法
適
正
化
指

針
を
踏
ま
え
、
週
休
２
日
の
確

保
に
必
要
な
経
費
の
計
上
、
猛

暑
日
の
日
数
に
応
じ
た
工
期
延

長
を
求
め
た
。
建
設
業
界
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
を
踏
ま
え
、
設

計
成
果
の
適
正
性
の
確
認
、
小

ロ
ッ
ト
の
工
事
に
見
合
っ
た
歩

掛
り
の
設
定
を
促
し
た
。

　

17
日
の
補
正
予
算
の
成
立
を

受
け
、
地
方
自
治
体
に
は
国
交

省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
と

総
務
省
自
治
行
政
局
長
名
で
送

付
。
中
央
省
庁
と
高
速
道
路
会

社
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
な
ど
の
特

殊
法
人
に
は
、
不
動
産
・
建
設

経
済
局
長
と
、
財
務
省
主
計
局

長
名
で
初
め
て
送
付
し
た
。
建

設
業
団
体
に
も
参
考
と
し
て
事

務
連
絡
を
行
っ
た
。

　

適
正
な
工
期
設
定
を
巡
っ
て

は
、
３
月
に
改
正
さ
れ
た
工
期

に
関
す
る
基
準
を
踏
ま
え
、
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
31
以
上
の
猛
暑
日
を

作
業
不
能
日
と
し
て
考
慮
す
る

よ
う
要
請
。
工
期
に
見
込
む
日

数
を
仕
様
書
で
あ
ら
か
じ
め
明

示
す
る
と
と
も
に
、
想
定
以
上

に
猛
暑
が
続
い
た
場
合
は
工
期

延
長
、
請
負
代
金
の
変
更
契
約

を
適
切
に
行
う
よ
う
求
め
た
。

熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
、
共

通
仮
設
費
や
現
場
管
理
費
で
必

要
な
費
用
計
上
に
努
め
る
こ
と

も
盛
り
込
ん
だ
。

　

４
月
か
ら
適
用
さ
れ
た
時
間

外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制

の
順
守
を
前
提
と
し
た
工
期
設

定
も
必
要
だ
と
し
た
。

　

週
休
２
日
の
推
進
が
不
可
欠

だ
と
し
、
対
象
工
事
の
拡
大
を

促
し
た
。
未
実
施
の
発
注
者
に

は
早
急
な
導
入
を
、
既
に
導
入

済
み
の
発
注
者
に
は
月
単
位
の

週
休
２
日
の
実
現
へ
、
対
応
を

求
め
た
。

　

設
計
図
書
が
現
場
条
件
に
合

わ
ず
、
施
工
段
階
で
手
戻
り
が

生
じ
て
い
る
と
い
う
建
設
業
界

の
声
を
踏
ま
え
、
発
注
者
に
は

成
果
物
の
適
正
性
の
確
認
、
評

価
に
努
め
る
よ
う
促
し
た
。

　

小
ロ
ッ
ト
の
工
事
で
積
算
に

用
い
る
歩
掛
り
が
実
態
に
見

合
っ
て
な
い
と
の
指
摘
を
念
頭

に
、
見
積
も
り
の
活
用
な
ど
、

適
正
な
予
定
価
格
設
定
の
対
応

が
必
要
だ
と
し
た
。
改
正
品
確

法
の
規
定
を
踏
ま
え
、
分
離
・

分
割
発
注
な
ど
適
切
な
規
模
で

の
発
注
を
は
じ
め
地
域
建
設
業

の
受
注
機
会
の
確
保
も
求
め
た
。

　

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
で
は
、
入

札
金
額
に
一
定
の
率
を
乗
じ
て

調
査
基
準
価
格
を
設
定
す
る
よ

う
な
手
法
に
対
し
、
過
度
な
価

格
競
争
を
招
く
と
し
て
留
意
を

求
め
た
。

　

資
材
価
格
の
高
騰
や
納
期
遅

延
へ
の
適
切
な
対
応
も
明
記
。

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
運
用
基
準
の

策
定
を
改
め
て
求
め
る
と
と
も

に
、
国
交
省
の
運
用
基
準
を
参

考
と
す
る
よ
う
促
し
た
。
単
品

ス
ラ
イ
ド
の
適
用
で
は
、
実
際

の
購
入
価
格
が
対
象
月
の
物
価

資
料
の
記
載
価
格
を
上
回
っ
て

い
て
も
、
実
際
に
か
か
っ
た
金

額
を
支
払
う
よ
う
な
対
応
を
求

め
た
。

　

宮
城
県
は
２
０
２
５
年
度
か

ら
推
進
す
る
第
４
期
み
や
ぎ
建

設
産
業
振
興
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

の
策
定
に
向
け
て
、
20
日
に
県

庁
で
第
４
回
み
や
ぎ
建
設
産
業

振
興
懇
談
会
（
座
長
・
増
田
聡

帝
京
大
学
経
済
学
部
教
授
）
を

開
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
委
員
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
反
映
し
、

同
プ
ラ
ン
の
中
間
案
を
示
し

た
。
現
場
技
術
者
の
負
担
軽
減

に
関
し
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
に

よ
る
分
業
化
を
促
進
し
て
い
く

考
え
を
初
め
て
盛
り
込
ん
だ
。

外
国
人
労
働
者
の
就
業
が
減

少
し
て
い
く
こ
と
を
懸
念
し
、

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
く
方
針
も

新
規
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

推
進
中
の
第
３
期
プ
ラ
ン
が

今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
宮

城
県
は
25
～
27
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
第
４
期
プ
ラ
ン
を
今

年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
考

え
。
今
夏
に
示
し
て
い
た
骨
子

案
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
建
設

業
界
の
未
来
に
向
け
て
各
種
施

策
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

新
規
に
記
載
し
た
施
策
を
見

る
と
、
働
き
方
改
革
に
つ
な
が

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
は
、
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
分
業
化
を
促

進
し
て
現
場
技
術
者
の
負
担
を

軽
減
し
て
い
く
施
策
を
加
え

た
。
書
類
作
成
な
ど
に
追
わ
れ

る
技
術
者
の
仕
事
を
、
別
の
ス

タ
ッ
フ
が
後
方
支
援
し
て
負
担

を
軽
減
す
る
内
容
。
支
援
す
る

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
建
設
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

を
登
用
で
き
る
よ
う
、
人
材
育

成
の
支
援
を
県
が
行
っ
て
い
く
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

経
費
の
面
で
中
小
建
設
業
者
が

導
入
し
に
く
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
県
や
業
界

団
体
が
支
援
し
て
い
く
施
策
も

新
た
に
記
載
し
た
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
企
業
に
派
遣
し
た
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
費
用
を

補
助
す
る
支
援
制
度
の
導
入
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
中
小
建
設

業
者
が
グ
ル
ー
プ
で
経
営
の
効

率
化
に
取
り
組
め
る
よ
う
「
中

小
企
業
等
共
同
化
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
」
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
各

種
申
請
な
ど
の
手
続
き
を
電
子

化
し
、
窓
口
に
出
向
く
手
間
を

省
く
施
策
を
推
進
す
る
。
建
設

業
許
可
や
経
営
事
項
審
査
、
入

札
参
加
資
格
登
録
の
申
請
を
電

子
化
す
る
ほ
か
、
解
体
工
事
業

の
登
録
も
電
子
化
す
る
考
え
。

　

担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
、

今
や
外
国
人
の
労
働
力
は
欠
か

せ
な
い
。
し
か
し
、
円
安
が
進

ん
だ
昨
今
で
は
、
外
国
人
労
働

者
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

関
す
る
施
策
で
は
、
外
国
人
労

働
者
の
活
用
を
第
４
期
プ
ラ
ン

に
明
記
す
る
考
え
。
県
内
企
業

と
外
国
人
労
働
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
県
が
開

催
し
、
採
用
か
ら
定
着
に
至
る

ま
で
を
段
階
的
に
支
援
す
る
。

経
営
者
に
対
し
て
は
、
外
国
人

労
働
者
を
雇
用
す
る
た
め
の
事

例
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
周
知

し
て
い
く
。

　

鹿
島
（
東
京
都
港
区　

天
野

裕
正
代
表
取
締
役
社
長
）
は
Ｃ

Ｓ
Ｇ
な
ど
の
新
た
な
締
固
め
品

質
管
理
手
法
と
し
て
「
Ｇ
ｅ
ｏ

―
Ｄ
Ｘ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｎ
」
を
開
発
し
、
秋
田
県
東
成

瀬
村
で
同
社
Ｊ
Ｖ
が
施
工
中
の

成
瀬
ダ
ム
堤
体
打
設
工
事
に
導

入
し
て
い
る
。
試
験
業
務
に
係

る
人
員
を
約
７
割
削
減
し
た
ほ

か
、
現
場
密
度
の
可
視
化
を
実

現
し
た
。

　

ダ
ム
や
造
成
工
事
で
の
Ｃ
Ｓ

Ｇ
締
固
め
管
理
は
、
人
力
に
よ

る
試
験
孔
の
削
孔
や
資
料
採
取

で
、
施
工
箇
所
の
現
場
密
度
が

規
格
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
し
か
し
、
人
力
で
は

負
担
が
大
き
い
ほ
か
、
試
験
器

具
の
運
搬
に
労
力
を
要
す
る
こ

　

仙
台
電
気
工
事
業
協
同
組
合

青
年
部
会（
菅
野
大
樹
部
会
長
）

は
19
日
、
仙
台
市
立
仙
台
工
業

高
等
学
校
の
３
年
生
14
人
と
校

舎
入
口
の
２
本
の
大
木
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

装
飾
を
行
っ
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
同
校
の
課
題

研
究
「
テ
ク
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
一
環
で
、
高
所
作
業
車

を
使
っ
た
作
業
を
見
学
す
る
こ

と
と
、
青
年
部
会
と
生
徒
の
思

い
出
づ
く
り
の
場
と
し
て
実
施

し
た
も
の
。

　

生
徒
た
ち
は
青
年
部
会
員
か

ら
作
業
に
当
た
っ
て
の
注
意
事

項
の
説
明
を
聞
い
た
上
で
、
花

壇
へ
約
50
㍍
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
敷
き

詰
め
、
Ｐ
Ｓ
管
で
コ
ン
セ
ン
ト

の
防
水
対
策
な
ど
の
作
業
を

行
っ
た
。
青
年
部
会
員
は
、
高

所
作
業
車
を
使
い
２
本
の
大
木

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
巻
き
付
け
作
業
を

行
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
、
自
由

自
在
に
動
く
作
業
車
を
興
味
深

く
見
学
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
年
は
、
同

校
の
建
築
ク
ラ
ブ
が
手
作
り
し

た
、
麻
糸
を
風
船
に
巻
き
付
け

て
丸
型
に
成
形
し
た
飾
り
と
蛍

光
塗
料
を
塗
布
し
た
星
型
木
製

の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
飾
り
付
け

た
。
生
徒
は
「
光
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
は
毎
年
見
に
行
っ
て
い
た

が
、
自
分
た
ち
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
作
っ
た
の
は
初
め

て
。
光
が
付
い
た
の
を
見
る
と

達
成
感
が
あ
る
」
と
誇
ら
し
げ

に
話
し
た
。

　

菅
野
部
会
長
は
「
出
前
講
座

を
は
じ
め
テ
ク
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
１
年
間
生
徒
た
ち

と
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
を
一
緒
に

作
る
こ
と
で
生
徒
た
ち
と
の
思

い
出
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

生
徒
か
ら
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
好
評
と
聞
い
て
お
り
、
会

員
も
喜
ん
で
い
る
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

平
日
16
時
か
ら
21
時
ま
で
点
灯

す
る
。

高
所
作
業
車
に
よ
る
装
飾

生
徒
に
よ
る
飾
り
付
け

と
か
ら
、
試
験
の
省
力
化
と
生

産
性
向
上
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　

Ｇ
ｅ
ｏ
―
Ｄ
Ｘ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ

ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｎ
は
地
盤
の
電
気
抵

抗
を
利
用
し
現
場
密
度
を
算
出

す
る
Ｃ
Ｓ
Ｇ
の
締
固
め
品
質
管

理
手
法
。
試
験
対
象
の
地
盤
に

４
つ
の
電
極
が
取
り
付
け
ら
れ

た
計
測
装
置
を
設
置
・
牽
引
し
、

重
ね
、
23
年
に
同
一
エ
リ
ア
内

で
同
手
法
と
従
来
手
法
に
よ
る

試
験
を
実
施
し
た
結
果
、
誤
差

が
１
立
方
㍍
当
た
り
±
０
・
05

㌧
と
わ
ず
か
で
、
従
来
手
法
と

同
等
の
精
度
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
こ
れ
を
受
け
24
年

に
実
運
用
を
開
始
し
た
。

　

導
入
に
よ
っ
て
、
従
来
法
で

試
験
孔
の
削
孔
に
要
し
て
い
た

３
人
の
試
験
員
を
、
計
測
装
置

を
牽
引
す
る
バ
ギ
ー
の
運
転
者

１
人
に
削
減
し
省
力
化
を
実
現

し
た
。
ま
た
、
従
来
法
で
は
広

域
な
施
工
面
に
対
し
て
試
験
孔

数
点
の
現
場
密
度
し
か
デ
ー
タ

取
得
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
手

法
で
は
連
続
計
測
し
た
地
盤
の

電
気
抵
抗
を
も
と
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
現
場
密
度
を
算
出
で
き

る
た
め
、
こ
れ
を
ヒ
ー
ト
マ
ッ

プ
で
可
視
化
し
、
施
工
面
全
域

に
わ
た
る
締
固
め
品
質
の
面
的

管
理
を
可
能
に
し
た
。

中
央
ゼ
ネ
コ
ン

24
年
12
月
調
査

仙台電気工事業協組青年部会

生徒との思い出づくり

大木にイルミネーション装飾

猛
暑
日
の
適
正
工
期
延
長
な
ど

円
滑
な
施
工
確
保
へ
通
知

補
正
成
立
受
け

公
共
発
注
者
へ

国 交 省

　

後
継
者
問
題
に
悩
む
経
営
者

も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
事

業
継
承
に
関
す
る
支
援
策
も
初

め
て
記
載
し
た
。
県
が
設
置
し

て
い
る
事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
で
専
門
家
か
ら
助

言
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
同
セ

ン
タ
ー
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　

適
切
な
賃
金
水
準
を
確
保
し

て
い
く
た
め
の
施
策
で
は
、
標

準
労
務
費
を
適
切
に
見
積
も
り

計
上
し
て
い
る
か
を
県
が
指
導

し
て
い
く
。
場
合
に
よ
っ
て
立

ち
入
り
検
査
を
行
い
、
受
注
者

が
適
切
に
労
務
費
を
見
積
も

り
計
上
し
て
い
る
か
を
確
認

す
る
。
著
し
く
低
い
労
務
費

で
あ
っ
た
場
合
は
、
第
３
次
担

い
手
３
法
に
基
づ
い
て
勧
告
す

る
。県
発
注
工
事
に
お
い
て
は
、

元
請
け
が
協
力
会
社
と
契
約
す

る
際
に
、
労
務
費
が
適
切
で
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

　

第
４
期
プ
ラ
ン
の
中
間
案
を

示
し
た
県
は
今
後
、
25
年
１
月

開
会
予
定
の
宮
城
県
議
会
常
任

委
員
会
で
内
容
を
報
告
し
、
２

月
下
旬
に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
う
予
定
。
そ
の

後
、
県
民
意
見
を
反
映
し
た
上

で
、
最
終
案
を
３
月
開
会
予
定

の
第
５
回
懇
談
会
で
示
す
考
え
。

Ｇ
ｅ
ｏ
―
Ｄ
Ｘ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｎ 

に
よ
る
締
固
め
品
質
管
理
（
同
社

Ｈ
Ｐ
よ
り
）

地
盤
の
電
気
抵
抗
を
連
続
計

測
。
そ
の
結
果
を
利
用
し
て

現
場
密
度
を
算
出
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
「
広
域
か
つ
面
的

な
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
取
得
で
き
、
施
工
面
全
域

の
締
固
め
品
質
管
理
を
実
現

し
た
」。
計
測
深
度
は
電
極

間
隔
を
変
え
る
こ
と
で
自
由

に
調
整
で
き
る
。

　

成
瀬
ダ
ム
で
は
、
品
質
管

理
に
つ
い
て
従
来
法
と
併
用

し
な
が
ら
２
０
２
２
年
に
同

手
法
を
導
入
。
計
測
精
度
の

向
上
や
牽
引
方
法
の
改
良
を

鹿　島

成瀬ダム 新ＣＳＧ締固め管理手法導入

試験要員を７割削減

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
で
負
担
軽
減
へ

第
４
期
振
興
プ
ラ
ン　

中
間
案
示
す

宮 城 県
懇
談
会
の
様
子

５
１
０
０
億
９
５
０
０
万
円
と

増
加
し
た
。

　

手
持
ち
工
事
量
を
示
す
受
注

高
は
７
・
２
㌫
減
の
８
７
８
６

億
０
８
０
０
万
円
。
内
訳
は
土

木
が
１
・
１
㌫
減
の
４
１
０
６

億
８
１
０
０
万
円
で
、
建
築
が

12
・
０
㌫
減
の
４
６
７
９
億
２

５
０
０
万
円
だ
っ
た
。
前
年
同

期
と
比
べ
て
土
木
の
減
少
幅
が

広
が
り
、
建
築
は
減
少
に
転
じ

た
。

　

企
業
別
完
工
高
は
、
鹿
島
が

８
年
連
続
ト
ッ
プ
で
、
２
位
は

昨
年
か
ら
引
き
続
き
清
水
建
設

と
な
っ
た
。
以
下
、
上
位
10
位

ま
で
は
順
位
の
変
動
が
あ
っ
た

も
の
の
、
前
年
と
同
じ
顔
触
れ

だ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
年
19
位
だ
っ

た
鉄
建
建
設
が
11
位
へ
大
き
く

順
位
を
上
げ
た
。

　

12
月
調
査
の
完
工
高
推
移
を

見
る
と
、
１
９
９
６
年
に
１
兆

２
９
８
３
億
円
を
記
録
し
た
以

降
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
２
０

０
０
年
に
は
１
兆
円
以
下
に
。

04
年
に
７
０
０
０
億
円
を
下

回
っ
た
後
は
、
６
０
０
０
億
円

台
で
推
移
し
、
震
災
前
の
10
年

に
は
５
０
０
０
億
円
台
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
震
災
の
復
旧
・
復

興
需
要
も
あ
っ
て
12
年
に
６
０

０
０
億
円
台
に
回
復
。
13
年
に

８
０
０
０
億
円
台
、
14
年
に
１

兆
円
台
と
増
加
し
、
16
年
に
は

ピ
ー
ク
と
な
る
１
兆
５
１
２
２

億
円
を
記
録
し
た
。
以
降
は
復

２０２４

１２月２３日

月曜日
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電源ボックス

計測用PCボックス 計測装置

順

位
会社名 決算期

（年・月）
前年
同期

東北完工高
（億円）

土　　木
（億円）

建　　築
（億円）

全
社

完 工 高
（億円）

利益率
（％）

資本金
（億円）

東北６県における中央建設業者の完工高上位30社

1 鹿 島 24.03 ① 1,599.05 ② 574.25 ①1,024.80 ② 14,675.66 7.4 814.47

2 清 水 建 設 24.03 ② 816.71 ⑥ 181.94 ② 634.77 ③ 14,349.80 △ 2.4 743.65

3 前 田 建 設 工 業 24.03 ④ 768.97 ① 623.46 ⑧ 145.51 ⑧ 4,342.07 7.8 284.63

4 大 成 建 設 24.03 ③ 747.06 ③ 309.87 ③ 437.19 ④ 13,548.29 1.0 1,227.42

5 大 林 組 24.03 ⑤ 523.01 ④ 251.99 ⑤ 271.02 ① 15,558.44 3.5 577.52

6 竹 中 工 務 店 23.12 ⑥ 389.25 0.20 ④ 389.05 ⑤ 12,213.00 3.6 500.00

7 戸 田 建 設 24.03 ⑩ 353.31 ⑤ 190.17 ⑥ 163.14 ⑨ 4,004.93 4.2 230.01

8 フ ジ タ 24.03 ⑦ 265.17 ⑧ 150.99 ⑩ 114.18 ⑦ 4,449.59 3.8 140.02

9 安 藤 ハ ザ マ 24.03 ⑧ 245.27 ⑩ 132.53 112.74 3,574.73 4.7 170.06

10 西 松 建 設 24.03 ⑨ 234.82 86.05 ⑦ 148.77 ⑩ 3,615.59 4.9 235.13

11 鉄 建 建 設 24.03 ⑲ 216.36 98.13 ⑨ 118.23 1,792.09 1.0 182.93

12 五 洋 建 設 24.03 ⑭ 214.85 ⑨ 147.45 67.40 ⑥ 5,653.91 4.9 304.49

13 熊 谷 組 24.03 ⑪ 207.93 105.08 102.85 3,279.27 2.4 301.08

14 東 亜 建 設 工 業 24.03 ⑱ 197.05 93.20 103.85 2,654.34 5.4 189.76

15 飛 島 建 設 24.03 ⑫ 181.09 117.15 63.94 1,145.57 3.4 55.19

16 第 一 建 設 工 業 24.03 ⑬ 178.86 ⑦ 151.30 27.56 529.75 7.6 33.02

17 奥 村 組 24.03 167.91 126.58 41.33 2,683.40 5.4 198.38

18 鴻 池 組 23.12 ⑯ 162.83 118.98 43.85 2,479.62 4.4 53.50

19 佐 藤 工 業 24.06 ⑰ 152.32 95.81 56.52 1,501.59 2.9 30.00

20 三 井 住 友 建 設 24.03 ⑮ 145.87 64.40 81.47 3,369.22 1.3 120.03

21 日 本 国 土 開 発 24.05 ㉓ 134.92 48.01 86.91 1,088.66 △ 9.3 50.12

22 大 豊 建 設 24.03 ㉗ 125.95 47.86 78.09 1,217.91 0.1 100.00

23 東 洋 建 設 24.03 ㉑ 116.88 68.46 48.42 1,615.58 5.4 140.49

24 福 田 組 23.12 ⑳ 115.19 32.59 82.60 963.46 6.0 51.58

25 ピーエス・コンストラクション 24.03 ㉒ 115.08 75.80 39.28 1,117.10 5.6 42.18

26 ナカノフドー建設 24.03 ㉚ 105.62 0.54 105.08 1,059.97 3.6 50.61

27 松 井 建 設 24.03 ㉕ 105.24 0.00 105.24 933.19 6.3 40.00

28 東 鉄 工 業 24.03 ㉔ 97.99 66.68 31.31 1,303.50 7.8 28.10

29 日 本 建 設 24.02 ㉛ 94.11 0.00 94.11 787.85 3.7 20.00

30 竹 中 土 木 23.12 ㉘ 84.39 84.39 0.00 875.46 5.8 70.00

※表中、建築は建築一式、土木は土木一式、舗装、しゅんせつ、水道施設の合計


